
第１

第２

議案第６４号 令和３年度南あわじ市一般会計補正予算（第４号）

議案第６５号 南あわじ市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一
部を改正する条例制定について

議案第６６号 南あわじ市立学校施設の開放に関する条例の一部を改正する条例
制定について

議案第６８号 兵庫県市町交通災害共済組合規約の一部変更について

議案第６９号 過疎地域持続的発展計画の策定について

議案第７１号 兵庫県市町交通災害共済組合の解散について

議案第７２号 兵庫県市町交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について

第３

議案第６７号 南あわじ市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適
用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例制定について

議案第７０号 （普）堀岸川護岸整備工事（第１期）請負変更契約の締結につい
て

議案第７３号 損害賠償額の決定及び和解について

議案第７４号 （普）堀岸川護岸整備工事（第２期）請負契約の締結について

第４

認 定 第 １ 号 令和２年度南あわじ市一般会計決算の認定について

認 定 第 ２ 号 令和２年度南あわじ市国民健康保険特別会計決算の認定について

認 定 第 ３ 号 令和２年度南あわじ市後期高齢者医療特別会計決算の認定につい
て

認 定 第 ４ 号 令和２年度南あわじ市介護保険特別会計決算の認定について

認 定 第 ５ 号 令和２年度南あわじ市土地開発事業特別会計決算の認定について

認 定 第 ６ 号 令和２年度南あわじ市産業廃棄物最終処分事業特別会計決算の認
定について

認 定 第 ７ 号 令和２年度南あわじ市国民宿舎事業特別会計決算の認定について

議案第６７号、議案第７０号、議案第７３号、議案第７４号（４件一括上程）

認定第１号～認定第１２号（１２件一括上程）

第１０５回南あわじ市議会定例会議事日程（第５号）

令和３年９月２７日（月）午前１０時開議

委員会調査報告

議案第６４号～議案第６６号、議案第６８号、議案第６９号、議案第７１号、議案第
７２号（７件一括上程）



認 定 第 ８ 号 令和２年度南あわじ市広田財産区特別会計決算の認定について

認 定 第 ９ 号 令和２年度南あわじ市福良財産区特別会計決算の認定について

認定第１０号 令和２年度南あわじ市北阿万財産区特別会計決算の認定について

認定第１１号 令和２年度南あわじ市沼島財産区特別会計決算の認定について

認定第１２号 令和２年度南あわじ市下水道事業会計決算の認定について

第５ 発委第４号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め
る意見書

第６

第７

議員派遣の申し出

議会運営委員会、常任委員会の閉会中の継続調査の申し出



南あわじ市議会

議長　長船　吉博　様

委員 会

令和 ３年 ９１　２　７日

議会霍、報霍、聴常任委員会

委員長　北　条　ぷ　津

調を 報告書

三
白予示

第９ ８回南あわじ市議会ほ時会において議会収報ぷ聴常任委員の選任が行われてぷ

後、 Ｍ会中に開催された所管事務調をの経過八び結果を会議規只｜』第 １０ ８条の規定によ

り、 別紙のとおり報告いたします。



調　　査

１　 調ま事件

（１ ）議会巴報詰に戛する事項

（２ ）議会報告会に回する事琢、

（３ ）議会ホームページに関する事項

（４ ）議会ライブ髱イ回、 録画Ｅ信に回する事項

（５ ）その他議会ぶ報ま聴き動に関する事項

概　　要

２　 調Ｅをの経過

令和２年 １１ １１ ９日 、第９８ 回南あわじ市議会Ｓ時会において議会ぷ報な聴常任

委員の自任が行われ、 ａＲ、閉会中の所管事務調査申 しけｊの承認を受け、 ９回にわた

り委員会を開催した。

また、特きあるなり組み等を行っている関係回体への管夕１ヽ調査等を検討していたが

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため自粛した。

（１ ）調まのためＭ会中に回催した委員会

令和 ３年　 １１ ６日 ・１ ５日 、４ ｊ７ 日・ １４ 日・ ２７ 日、 ５１ ７日

７１ ７日 ・１ ６日 、８ 夕ｊ １８日

３　 調査の結果

（１）ぷ報ｇ動

Ｏ議会む報詰の発行

定例会等の報告と して 「議会だより 」を第６ ８苟から第７ ０そまで計３ 回発行し、

これまでのＷ修で学んだこ とを活か し作成した。

①　 表紙について、第 ６９ そでは、 伝統文化を掲載し南あわじ市の魅力を伝えた。

第７ ０そでは、新型コ ロナウイルスワクチン接種回｜｜練時の様子を掲載した。

②　 一般質問のページをよ り見やすくするため、 リ｜ き続き各議員の質問瑕目を一

覧表にま とめ、掲載した。

③　 新Ｓコロナウイルス感染拡大防止のため市Ｒインタビューを自粛したが、市

Ｒと夕流する４と して、ら｜き続きぶ真の募集を し、 ホ募のあったｙ真を「市Ｒ

ギャ ラリ ー」 として掲載した。



これから も「議会を身近にする」ために、これまでの研修で学んだこと を活かし

より 市民目線に立つこ とをｔ炊にぷ報詰づく りになり組んでいきたい。

Ｏ定例会の傍聴アナウ ンス

１２ Ｊミｊ定例会について は、 新型 コロ ナウ イル感染症のｔ響もあ り、 傍聴アナ ウン

スを中止 した。３ １定タｌｌ会、６ Ｊｊ 定例会については、新型コ ロナウイルス感染ｔの

影響が継続していたため、 傍聴案Ｆ大ｌから 、イ ンターネ ット での本会議ライブｉａ信の

お加 らせにＦ大ｇ容を変‾ｔｔ、「議会をよ り身近にする、見える議会活動」の一環とし

て定例会のおタｌ］らせをおこ なっ た。

ＯＹｂｕＴｕｂｅ での動画配信

①Ｍ〕ｕＴｕｂｅ での一む質翫の動画Ｅ信について、 今年度も市のホームページに

ＹｏｕＴｕｂｅの ＵＲＬ、 議会だよ りに ＱＲ コー ドを掲載し、 年間で延べ２ ，７ ２４ 回の

再生回数をＲ録した。

②　 ＹｏｕＴｕｂｅでの本会議 ・ま員会のライブ髱信について、令加２ 年よ り、 議会を

より 身きにする、 ｋえる議会活動の一環として、 ＹｏｕＴｕｂｅでの本会議 ・委員会の

ライ ブｉａ信を開始してお り、 令和 ２年 ８ｊ から延べ ３， ３９ ７回の再生回数をＥ

録し た。

（２）広聴活動

Ｏ子ども議会

第７ 回子ども議会は、 新型コロナウイルス感染防止笂策を十分実施した うえで、

市内各小学校の代表１ ５ネが子ども議員 とな り、 市議会議員が答弁をおこな う形で

実施 した。

テーマをり｜ き続き「まちづく りについてク ラスで話し合おう 」と する こと で、幅

まいを案や質問について議ａするこ とができた。

岑、日は子育て応援キャラクター「ゆめるん」と１１挙さミｌキャ ラク ター 「う ずしお

船長めいすい くん」が子ど も議員の入場をｍ迎え、緊張感に包まれた会４を加ませ

たｏ また開会前に 「う ずしお船長めいすいく ん」 から選挙啓発のＰ Ｒを行ったｏ

今ｌｉも より 多様な意見を聴く ための環境づくり をおこなっていき たい。

Ｃ議会報告会

第１ ２回議会報告会は、新型コ ロナ ウイ ルス感染きの感染拡大を防まする観点か

ら、 南あわじ市議会議４で 「コ ロナ禍での南あわ じ市民への影響について」 をテー

マに、をＳ回体イ弋表きによる状況報きと意見女。換を実ましたｏ 意え夕換台では、議

会や市政にがする 多く のＳ２や意えを頂いた。これら の意見や・２、ア ンケートの

集計結ｔはＳ告書 としてま とめ 、を議員ｊａび市をにきイ才し た。



南あわじ市議会

議長　長　船　吉　博　様

委員 会

令ね ３年 ９ｊ ２７日

議会ミ営委員会

委員 長　谷　 口　博

調を 報告書

言言こ
・・ 一一¶ａ＝

－｜ ・． ｒＷ ＪＪ

つ四

ヅ匹
＝・－

第９ ８回南あわじ市議会ほ時会において議会を営委員の自任が行われてぷ後、

黶催 された所掌本務調まの経逎ふ、び結果を会議規ｍ第１ ０８ 条の規定によ り、

ＳＩ」紙のと おり 報告いた します。



調　　査 概　要

１　 調を事件

（１ ）議会ＩＥ営に関する事項

（２ ）議会の会議規ｍ、委員会に戛する条例等に戛する事瑕

（３ ）議長の諮問に関する事項

２　 調をの経ａ

令１ｒ］ ２年 １１ Ｊ］ １９ 日、 第９ ８回南あわじ市議会Ｓ時会において議会兼営委員

の選任が行われ、 ぷ後、所掌事務粟を申 しｉの承認を受け、１ １回にわたり委員

会を開催 し、 議会丿営に関する諸ａＳについて調をを行っ た。

また、調査事項についての先進事例等を調査するための管外調査は、前年に莖

き続き、 新ヨコロナウイルス感染症の感染拡大防」七めため自粛した。

（１ ）調まのためＭ会中に戛催したｌｉ員会

令和 ２年　 １２ １１ ６日

令和 ３年　 １１ １９ 日、 ２１ ８日 、３ ｊ２ ２日

５１ ２７ 日、 ６１ ２３ 日、 ７ｊ ５日

３１ ２６日

７天Ｊ１ ６日

４Ｊ１１ ３日

８１ ２３日

３　 調をの結果

（１ ）議会３１営に関する事Ｊ３Ｘ

毎ＪＩ定例的に委員会を開催し、本会議ｊ：び委員会の日程簗整並びに議会ミ営

についての協議をむっ た。 その 中で、議会のｇ動のあ り力等について問題、ａを

とら え、 Ｆヨ 滑で効串的な１祖を回 るた め意見蕈をを行っ た。

また、新型コ ロナウイルス感染症の感染拡大防止のための委員会のＪ営につ

いて、決算審を特Ｓｌｊ委員会でのａ明員入替えＭの４入実徽を検ａＥ し、 予算審と１

特５３１』委員会への導入についても検討の うえ、筒策を講じた。

さらに、 ペーパーレス会議の導入に向けて、 タブレッ トの仕様やルール等を

決定する とと もに、会議システムのデモ ンス トレーシ ョンを実施して検魅を重

ねた。今後も り｜ き続き、本格導入にあたって考慮すべき諸課Ｓを整理１していく。

（２）Ｓｊｔの会２ｔＳｊｌｌ、委員会に屍する条例等に関する事Ｊｌｉ

南あわじ市議会会議規・について、 女性をは じめ とする多様な住Ｒが議員と

してきＳする にＭＩたっての９約Ｓ因の解・に資するため、ｌま、 育Ｗ、づ１ヽ護Ｓ



を明文化する改ｉＥを行ったｏ また、総務省自治行政局通知『地方ぬ共団体にお

ける書Ｅｉ規加』、押印、 対自規制のえ直しについて」を受け、訝妝手続における

押印の義務づけをえ直 した。

さらに、 麑方自治缶第 １８ ０条第１ 項の規定に嵬づく議会の委任による専決

更分事項の指定について、 迅連な対完、を行 うこ とに より 、Ｐ１４かつ能率的な行

政ミ営を回る こと が竃芭である こと から、委員会発委によ って条例を執定し、

缶律上市の義務に属する交丿事故による損害賠償に係る和解八び損害を償の額

の決定について、 市長が専決処分するこ とができ る事項と して指定した。合わ

せて、地方自治法第１ ８０ 条第 ２項の専決処分における議会への報をの取り扱

いについても協議して、今後の方針を決定した。

（３）議長の諮回に回ナる事項

大規模Ｘ害竪生の非常時における議員と しての行動ぶ準、 ・害筒策垢動の支

援八び議会の機鼈維持手順等を定めた南あわじ市議会業務継続牡画 （Ｂ ＣＰ）

について、祖？予では、感染ｔ発生時の業務継続体鼈Ｔ乱び行動ぶ準がほと んど示

されていないため、晧染皀対策の回確化を目 的に計画のえ宜し を確認した。

改ｉＥ案については委員間で内容確認を行い、決定事項を議員協議会で報告した

うえで確定させていくｏ

恆例となっている淡Ｓｔ域止鬢』議長会圭催の淡Ｍ議会議員研修会は、 令ｊ口３

年７１２ ８日 に南あわじ市湊尨区ぬ民館にて開催され、ネ中Ｆ大学経済経営研究

所教授の濱口伸鴉瓦による 「人口減爆時㈹のｔ域再生」についてのま演に参加

し、 研修を受けた。



南あわじ市議会議長　長　船 口 博　様

令和 ３年 ９ｊ ２１日

Ｉｒｌ・．ａ．

ＴＴフ
総務文教常任委員会委員長　／ｊヽあ

Ｓ　員　会　審　ま　報　き　書

二⊃プド
仟仟
二言ゾ言

本委員会に付貌の本件は、 審まの結果、 下笆のと おり 決定 したので、会議規ｍ第 １０８
条の規定によ り報告します。

記

議案 番苟 件　　　　　　　　鳬 結　果

議案 第６ ４号

議案 第６ ５倚

議案 第６ ６昜

議案第６ ８硲

議案 第６ ９昜

議案 第７ １硲

議案 第７ ２倚

燉和 ３年度南あわ じ市一般会牡補ミ予算 （第 ４そ）

南あわじ市情報丿信技術を恬篦した行政の推耄に関する条
例の一部を改ｍする条例鵬定について

南あわじ市立学校ぢ歐の開故に関する条例の一部を改］Ｅす
る条例制定について

叺庫県市Ｕ夕丿災害傴済祖合規剔の一部変■について

過疎地域持続蝪発展計画の策定について

叺庫県市ｙｘ望亟災害傴済組合の解散について

兵庫草市ぢ交大気害族済祖合の解售、に伴う 財産処分につい
て

原案 可決

算廉 可決

原案 ‾罵決

罌、案可決

原案 可羝

齊、案可決

原案 可決



南あわじ市議会議長　長　船 口 博　様

委　員　会　審　ま　報　き　書

令和 ３年 ９１ ２２日

本委員会に付加の事件は、 審Ｅをの結ＪＲ、 下記のと おり 決定 したので、会議規則第 １０８
条の規定によ り報告します。

記

議案 番昜 件　　　　　　　　　佑 結　果

議案 第６ ７硲

議案 第７ ０号

議案 第７ ３発

議案 第７ ４そ

南あわじ市過疎地域の持続蝎戛展の支援に瘋する特別措置
法の適篦に伴 う固定資産税の課税免除に獸する条例制定に
ついて

（普）堀岸Ｊ ＩＩ護岸整備工事 （第 １期）請負変更契嶌の締結
について

損害賠償額の決定八び和解について

（普）堀岸Ｊ ＩＩ護岸を備工事 （第 ２期）請負契約の締結につ
いて

原案 ‾ｉＴ決

罌、案可決

罌、案焉決

Ｊ京 案‾覡決



南あわじ市議会議長　長　船　吉　博　様

令和 ３年 ９ｊ １６日

ｒ－‘……． ヽ１
１　　 ′． Ｉ二 Ｉ．

；‘ ご‥ ‥‥一ＴＩ． ｜ｒ、、

ｉ央算審を特ＳＩ』香員会委員長　罌、　口　 育よＴノゾゾ
ＩＩ －Ｉ Ｉ　 一一 Ｉ｜ ・・｜

Ｓ　員　会　審　を　報　き　書

本委員会に吮貌の事件は、
の規定に より 報告 しま す。

乙こン

審をの結束下Ｒの とお り決さしたか ら、 会議規聡第１ ０８粂

記

議案 番篶 件　　　　　　　　　名 結　果

認定 第１号

禁定 第２倚

嘉定 第３昜

認定 第４号

縦定 第５そ

認定 第６号

ぉ定 第７そ

認定 第８号

縦定 第９鴛

殆和 ２年ま南あわじ市一般会計決算の認定について

令和 ２年度南あわ じ市写宍胤康イ呆険特別会計決算の認定に
ついて

令和 ２年度南あわ じ市後期高齢者Ｅ療特ｊ３ １」会計決算のお定
について

令和 ２年度南あわじ市介護保険特Ｓｌｊ会計決算の認定につい
て

令秘２年度南あわ じ市上地開戛事業特ＳＩ」会計決算の認定に
ついて

令和 ２年度南あわじ市ま業廃棄物最終処分事業特緊会計決
算の認定について

令和 ２年度南あわ じ市国民宿舎事業特Ｓ・」会計決算のお定に
ついて

令和 ２年度南あわじ市たＦ日財産区特鬚会牡決算の覗たにつ
いて

令和 ２年度南あわじ市福良財産区特別会計決算の認定につ
いて

ミ　定

認　定

Ｂ　定

認　定

お　定

認　定

簒　定

Ｓ　定

腮　定



議案 番昜 件　　　　　　　　名 結　果

認定 第１ ０号

縦定 第１ １倚

嘉定 第１ ２号

令皋］２年度南あわじ市岌跼万財産区特ＳＩ」会計決算の認定に
ついて

令和 ２年度南あわ じ市沼島財ま区特別会計決算の認定につ
いて

令和２年度南あわじ市下水道事業会計決算の認定について

詰　定

簒　定

詰　定



発委第４号

南あわじ市議会議長　長　船 口 博　様

揃ぬ者

令手口３ 年９ メ１ ２　７日

尚七万し言
－　 ・一一一一

議兔Ｘ営委員会香員長 き口 博四千
，Ｉ ニ．シ｀ｙ： ・・Ｊ’．ＩＩ・＿‾Ｉ－

コロナ禍による厳しい財政状況に対Ｍし

ｔ方税財簒の充実を求める意見書

回ｊピｊレ｜ここに｀ ご ．ヽ－ｊ

上ニ砒の議案を、 別紙のと おり 地方自治ま第 １０ ９条第６ ｇＵえび会議規ＭＩ』第１ ３条

第２項の規定によ り提日ｊ します。



 

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し 

地方税財源の充実を求める意見書 

 

 新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、

地方財政は来年度においても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳し

い状況に直面している。 

地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の

確保、地球温暖化対策などの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育

てをはじめとした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など将来に向

け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。 

その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。 

よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に

実現されるよう、強く要望する。 

 
記 

 
１ 令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と

改革の基本方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回

らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い

社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合

理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。 

 

２ 固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るが

す見直しは家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現

や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、本来国庫補

助金などにより国の責任において対応すべきものである。よって、現行の特

例措置は今回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。 

 

３ 令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税

標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限り

とすること。 

 

４ 令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割

の臨時的軽減の延長について、更なる延長は断じて行わないこと。 

 

５ 炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲

与税として地方に税源配分すること。 



 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和３年９月２７日 

 

兵庫県南あわじ市議会議長 長 船 吉 博   

 



 

意 見 書 提 出 先 

 

 

衆 議 院 議 長  大 島 理 森 様 

          〒100-0014 東京都千代田区永田町1-7-1 

 

参 議 院 議 長  山 東 昭 子 様 

          〒100-0014 東京都千代田区永田町1-7-1 

 

内閣総理大臣  菅   義 偉 様 

          〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1 

 

内閣官房長官  加 藤 勝 信 様 

          〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1 

 

総 務 大 臣  武 田 良 太 様 

          〒100-8926 東京都千代田区霞ヶ関2-1-2 

 

財 務 大 臣  麻 生 太 郎 様 

          〒100-8940 東京都千代田区霞ヶ関3-1-1 

 

経済産業大臣  梶 山 弘 志 様 

          〒100-8901 東京都千代田区霞ヶ関1-3-1 

 

経済再生担当大臣  西 村 康 稔 様 

          〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1 



 
 

提出の理由 

 

 昨年からの新型コロナウイルス感染症のまん延により地域経済の低迷が続き、

地方財政は令和４年度においても、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に

直面しています。 

地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地球温暖化対策などの喫緊の

課題に迫られているほか、社会保障関係経費など将来に向け増嵩する財政需要に

も対応していく必要があります。 

よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、地方税財源の充実確

保が実現されるよう要望するため、関係機関に意見書を提出するものです。 



　次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６２条の規定により

議員を派遣する。

1 南あわじ市畜産共進会

(1) 畜産共進会

(2)

(3)

(4) 議長、産業厚生常任委員

2 南あわじ市戦没者追悼式

(1) 追悼式

(2)

(3)

(4) 全議員

議 員 派 遣 申 出 書

令和３年９月２７日 定 例 会

目 的

派遣場所 文化体育館大駐車場

期 間 令 和 3 年 10 月 3 日

派遣議員

期 間 令 和 3 年 9 月 28 日

派遣議員

目 的

派遣場所 文化体育館



南あわじ市議会

議　長　　 長　船 七日 博　　様

令和 ３年 ９ｊ ２７日

議会Ｓ営委員会

委員長　　 谷　 口　博

燃会 中の 継続 調査 中芭書

ｉ＝｀－Ｊ－ロ－１四心心

匠二ニゲ ヅｉ
レ昌ブレｊド
Ｘ．Ｉ万万匸……：，
１。

本委員会は、 所掌事務のう ち次の事件について、 閉会中の継続調査をＸする

ものと決定したので、 会議規１１へ第１ ０９ 条の規定によ り串 し口ｊます。

１ 事　　件

（１

（２

（３

記

議会ミ営に関する事項

議会の会議規ｍ、 委員会に関する条例等に関する事項

議長の諮問に関する事項



南あわじ市議会

議　長　　長　船 口 博　　様

令和 ３年 ９１ ２７日

総務艾貽、常任委員会

委員長　　小　粫

現会 中の 継続 調を 申芭 一書

ＴＴＴス
Ｉ＝　　 ・＝ ・｜

本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 篦会中の継続濕ををなする

もの と決定したの で、 会議規ｎ】』第１ ０９ 条の規定によ り申 しｌ ます。

記

１． 事　　件

（１ ）市の総合的を画、調きについて

（２ ）行財政計画について

（３ ）市有財産の翕持管ＪＩと財源の確保について

（４ ）情報化の推進について

（５ ）離島振興対策について

（６ ）ｍ際交流Ｒび友が市ほ］’の調まについて

（７ ）人権施策について

（８ ）嶌防・ 防・が策の推進について

（９ ）教育の充実、よ化・ スポーツ の縦Ｓと 関吸、施ａの整備について

（１０） 青夕年のｔを育成について

（１ １） Ｊ挙管ＪＩ委只会、ｔ鼓委員、 固定資産評き審ま委員会に関すること

匸
万
作
』
ご

言
言
言

言
言
言



南あわじ市議会

議　長　　 長　船 ら口 博　　様

令和 ３年 ９ｊ ２７日

産業厚圭常任委員会

委員長　　印　部　久

Ｒｊ 会中 の継 続調 査中 芭書

二］

本委員会は、 所兎事務のう ち次の事件について、 篦会中の継続調をを要する

もの と決定したので、 会議規則第１ ０９ 条の規定によ り申 しｉます。

記

１． 事　　件

（１ ）税の賦氛徴鼈について

（２ ）生活環境の整備推ｔについて

（３ ）福祉筒策について

（４ ）介護保険と高齢化社会筒策について

（５ ）Ｅ療体１１１Ｕ とＳ康づ くり の推まについて

（６ ）商工業八び観光の振Ｓについて

（７ ）農業縦興の推ｔについて

（８ ）水産振興の推進について

（９ ）都市整備事業の推進について

（１ ０） 下水道事業の推進について

（１ １） 農業魘員会に関すること



南あわじ市議会

議　長　　 長　船 口 博　　様

令和 ３年 ９万 ２７日

議会巴報監聴常任委員会

委員長　　北条　ち津

閉会 中の 継続 調査 串莖書

本娶員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調をを要する

もの と決定したので、 会議規覧第１ ０９ 条の規定によ り申 しｉます。

記

１。 事　　件

（１ ）議会霍、報誌にＳする事項

（２ ）議会報告会に関する事項

（３ ）議会ホームページに関する事癢

（４ ）一 議会ライブ配信、 録画Ｅ信に関する事項

（５ ）その他議会ま報ぷ聴活動に関する事項
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令和 ３年 ９１ ９日
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南あわじ市議会議長　長　船　志　博　様

南あわじ市代表監査委員　回　 宮　章

南あわじ市職員措置請求に係る請求の要回について［ｊ！お］）

令加 ３年 ９Ｊｊ８ 日に南あわじ市職員揩置請求書のきぽ１ を受けま したので、竟

方自治法第２４２ 条第 ３ｇｉの規定によ り。 請求のＳ回についてＳＩ］紙の とお りｌｉタ１１

しま す。



南あわじ市鶩員措置請求のＸ回

１　 請求の要回

第１　請求の対象となる職員

南あわじ市長　　守本憲りム

第２　監を請求の対象と なる行為

南あわじ市長が締結した下Ｅ契約（Ｊ；え下 「本件契約」 とい う）。

記

（１１契約日　　　　　令１口３ 年７　Ｊ１　１６　日

【２】契約の 目ＭＪ　　　 新火葬４大葬粐鼈備工事

（３）契約の力Ｓ　　　ｍあ型プロポーザルカ式に よるＷ篦契約

圃　契約４額　　　　２２２， ２００， ０００　ＰＩ

（５１契約の相手力　　株式会社宮本工業所

イｔ表取締役　宮本芳鼈

第３

１

本件契約が追加であるｊｌ ｌｊヨ

南あわじ市■は、 令５Ｆ口 ３年 ７ｊ １６ 日に、本件契約を締結 した。

本件契約 は、 ＳＩ力自 治法２３４条 ２項の随意契約の力まで締結さ れた ものであ る。

ｊ自方自治法では、一般競争入札がＳ則であ り、 随意契約は例夕Ｆ として認められるも

のである。

本件契約 は、 ｊ４１１力自 ７台法施行令 １６７条の２ 第ｌ ｇ１ ２その「競争入札に適 しないも の’」

に該当すると して ＭｊＳＳ約に より 締ぬされたものである。

２　 上Ｅ随意契嶌について のｊｌ力 白？台ま、回ｉ宍施む令を■けて、 南あわじ市契約規ｍ２１

条本まは、「市Ｒは、 随意契約によ り契約を締結しよ うとする とき は、 ２人な上の者か

ら見積書を徴さなければな らない。」と規定する。

３　 しか し、 本件契約は、 令加 ３年度の契約であるが、契約締結日 の令１０ ３年 ７　Ｊ１　１６　日

な前に２人ａ上の者から見積書は徴されておらず、一者入札と して契めの相手方であ

る株式会社宮本工業所 と本件契約を締結 した ものであ る。

一者入札は、 南あわじ市契約Ｓｍ２１条本ニたに違反する ものであ り、 この本件契約の

締結手続は、 回契約規則２１条本ニＳＣ違反 として違まであり 、本件契約は無効であ る。

４　 これに奥ｔし、南あわじ市長は、本件契約の適法きについて次のとおり 主張する。

すなわち、本件南あわ じ市新火葬場大葬１≡ｉＲ備工事については、平成２８年 ３Ｊｊに指

あ１１プロポーザルを実縦し、 回年 ３ｊ ２２ 日に開催した南あわじ市新大葬ｌ§大葬が５ＲＳ

工事に係 るプロポーザル審ま会において審ま した結果、最優秀ｌｌ案者 として本件契約

の相手力株式会社宮本工業所を特定 しており 、随意契約についての１１力自 治Ｓ、南あ

わじ市契約規則の規定にＳづき 回社を自任したものであり 、適法である。

５　 しか 七、 この南あわじ市長の圭張は、な下の点でＳつ てお り、 本件随意契めは違ま



であ る。

（１）坩１方自治法２０８ 条２ ＪＩは、 会計年度独ｊＺ：の原ｌｌりａび予算単年度圭義を採丿目 してい

るが、Ｗ缶釐行令 １４３条は、 歳ｍの台新年度所ＭＫ分を定め、ｊ自力なＪね日丿体の経費

について は、 その支ｉ負祖行為をした日 の属する年度 としている（回条 １項 ５そ）。

したがって、 契約については、 契約が締結された日の属する年度が会計年度とな

る。

（２）本件契約は、令和３ 年度に締結さ れている のである から、本件契約を随意契約で

締結するために市長が徴する２人Ｊヌ上の者からのＲ積害のをｔは、令加３年度にな

されなければなら ない （南あわ じ市台計規則 ａＥ凛り タお覆痞のｊ９り ２１ 条本文）。

本件のＲ積害の提出は、指ネ型プロ ポーザル方式として実施されたのである から、

本件では、指佑型プロ ポーザルは令考１ ３年度に実施 されなければなら ない ものであ

る。

しかるに、本件では、 指鳬型プロポーザルは、令加３ 年度には実Ｓｉさ れていない。

したがって、 本件契黙Ｊの締結は、 南あわじ市契がＪ規則 ２１ 条本文に違縦し、 違Ｓな
１

もの であ ると いう べき であ る。

（３）南あわ じ市長は、本件のｍネａプロポーザルは、屏成２８年 ３１ に行なわれ、 株式

会社宮本工業所と特定したものであって、随意契おについて手続を定めた南あわじ

市契約規ＵＵ ２１ 条本ニたに違ｙするも のではないと 主張する。

しかし、 前ｉｉしたとおり 、ｔ：ぢ 自？台まの大皿』である台お年まＳをの笥Ｓ、予麌

単年度圭義からは、契め手寰は契約が行なわれる年度に行なわれなけれぱな らない

のであるから、契め締結の５年前の平成 ２８ 年３ｊに行なわれた指あＳプロポーザル

をぷて令和３年に随意契約の手続を行なったと主張するこ とは、ｉｉｌ らかに会計年度

独立の原ｊｌｌ』、予算単年度主義に違Ｒする違法な主張である。

本件契約は、 会計年度独にの原則八び予算単年度圭義にＩＳｉ し、 南あわじ市契約規

ｍ２１条本夕に違１叉する違法な契約である。

（４）また、 平成 ２８ 年３ ＪＩ に実施された本件指あ型プロポーザルは、屏成２７年度の南

あわじ市の新大葬Ｓ１１！Ｒの予算なしに行なわれたものであるから、 予算にＪｉづかな

い随意契ｔ手続であって、 前記ｊｔＭ力ｔ白 ま加ｉ行令（ａｌＲ：ｊｉ方自治法施行令のＳり）

１４３条 １項５そに違｜叉する ものであ り、 随意契約締結のためのＲ損害の徴収とはな

らないも のである。南あわ じ市契約規則 ２１ 条本：たに違丿叉する こと はｉ１１１ら かである。

ｌｚ成２７年度に行なわれたｍあ型プロ ポーザルをａて、 南あわじ市契約規則２１条

本ニたの手続を履践したと認め るこ とはでき ないものであ る。

（５）ま た、 本件の指名Ｓプロ ポーザルが行なわれたのは、本件契約が締結された５年

前の こと であ る。 この ５年囑で大葬が≡ｉについては技術革新が行なわれており 、５年

前の技術をａて最優秀な技術と いう こと はできず、また、 ＢＥ術革新により 工事費も

低減している ｉｉｒ能性があり 、平成２７年度に行なわれた指名型プロポーザルで特定し

た株式会社宮本工業所の技術が令索口３年度において最優秀提案者と認定するこ とは

できないものである。



令うＦ口 ３年度に随意契おを締結するのであれば、令和３ 年度に指ｌｌｌプロポーザル

を実施すべきであ る。

萼成 ２７ 年度にｌｉなわれた指名ｔプロ ポーザルの最優秀提案者である として令１口

３年度に随意契か］を締結する こと は、 南あわじ市契約規則２１条本て攵に違ｌｉし、ｊｌ方

自治法施行令 １６７条の２ 第１ 項２ そに違反する ものであ・つ て違法である。

６　 本件契約は、 官製談合の疑いが あり 、違法である。

きばヨは以下のとおり である。

（１）本件で、指ネｌｌプロポーザルが実施されたのは、 平成 ２８ 年３ ＪＩ であ る。 しか し、

前述 した とお り南あわ じ市は、 平成 ２７ 年度は新火葬ｇＭｌａについて予算措置を講じ

ていない。　　　　　　　　　　　　プ

予算措きもないのに手ｈ４５型プロ ポーザルを実施ずるこ とは坦１力自 治まのＳｍから

有り 得ないこ とであり 、加南あわじ市ｊを中 ｍ勝ぺが 自おの任期中 に４朱式台社宮本工

業湊と契もするために、予算措・も なしに指名型プロ ポーザルを実縦したも のとい

うべ きで ある。

（２）本件指４５ １１プロ ポーザルの実施要綱第 １３　ＪＪ｛の（２）９加の⑤Ｓ考：ぢ法は、 「プロポー
ザルに参加する者が１ 業者となったＳ合でもｌ！考は実施 します。 」と規定する。

しか し、 社１あｌｌ競争入社においては、入社のぬ平・ｌ生を担ｔｉするために一お入ｔＬほ

無効であ ると 解さ れている。こ の指あ型競争入札における 一者入札無効のまきは、

指名型プロポーザルにおいても適用 されるべきであり 、本件でプロ ポー ザル実施要

綱が 「１ 業者 とな った！ａ合で もＳ考を実施 しま すｏ 」と 定めたこ とは、１１方 自治法の

一者入札禁止のまきに・し違法である。

圜　平成 ３年 ７Ｊ１２ 日　 （ま新１；令加３年７Ｊ１２日のきり）に実施さ れた本件入キＬの黶

社結ＪＲ表に よれば、 見積書ｊ＝ヒ較価格が ２０２， ００ ０， ０００　Ｐヨ であ ると ころ、落札者４朱式会

社宮本工業所の入札価格は ２０２， ０００， ０００　ＦＩＩであり 、見積書Ｊｔ較価４き とをく回額であ

る。

入札において、見積書ｌｔ較価格と入札価格が１００ （シも同額である こと は社会ｉｉ念上

有り 得ないこ とであり 、見積書ｊｔ較価格が事前に漏洩したと しか考え られない もの

であ る。

本件 は、 きわめて入札価格の事前回洩が疑われる 官製談合防止法に追１叉する違法

な入札である とい うべきである。

（４１ギ成２８年 ３ＪＩに実施された指佑型プロ ポーザルでは、株式会社宮本工業ｊヲｉのＪＩ目
Ｓｌｊ工事見積書の価格は。１６５，０００，０００　ＦＩヨで あっ たと ころ、本件入札では２０２，０００，０００

Ｆ９ と３７０（） 万と ２２ ．５％の上乗せと なっ てい る。 本来なら この ５年回の技術革新で工

事価きは低下 している はずであるが、本件入札では２２． ５％の上乗せ価格で禁札して

いる。

このよう な工事価格の上乗せは、社会ｉｉ念上有り得ないものであ り、 入社情報の

事前漏洩、官製談合を強く 疑わせる ものであ る。

（５）よって、本件入札は、官製談合の疑いが高 く、 入ＩＬのを手性の観ぷから も、 追加



であると いう べきである。

７　 ぷ上のと おり 、本件随意契約は、ｊｉ方 自治法が定め る大原則であ る会計年度独・の

原則に追ｇし、ｊｔ！１方自治法施行令 １６７条の２第１ １１ ２そ、南あわじ市契め規則 ２１ 条本

まに追丿叉する追加な契めである。

こ（Ｊ）`よ うな追加な契約にｊｌづき南あわじ市の公金が支出されること は、 南あわじ市

に契約金額相苞額の損害を４えるものである。－

第４　Ｒを委員に求める措置

ａを委員は、 南あわじ市Ｊをに夕ｔ し、 本件契約にＪＩづく契め金のま出を差し止め、ま令

にＪＩづき新大葬４大葬がＲ備工蓐の契約締結手続をほずるよ う勧告されたい。

２　 請求人

３　 請求日
｜

令和 ３年 ９Ｊ１８日


